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Q 4
１期初回の標準的な接種年齢は３歳に達した時から，４歳に達するまでの期間となっ

ていますが，それ以前に接種することはできないでしょうか。

１期初回は生後６カ月～90カ月未満が対象となっていますので，生後６カ月以上であれば接種は

可能です。ただし３歳未満の１回の接種量は0.25mL（半量）となっている点に注意してください。

　標準的な接種年齢については，他の予防接種スケジュールも含め設定されていますが，海外渡航や地域の

患者発生状況によっては３歳未満でも同意書があれば定期接種としての接種が可能です。また，日本脳炎は

ウイルスを保有した蚊に刺されることで感染しますので，蚊に刺されないように注意することが大切です。

コガタアカイエカの活動がさかんになるのは日没以降と言われており，この時間帯は特に注意が必要です。

　標準的な接種年齢が３歳に達した時から４歳に達するまでの期間になった理由は，日本脳炎患者が小児で

発症していた頃，患者の年齢が０～２歳より３歳以降に多かったということと，０～２歳までは定期接種と

して受けなければならないワクチンが多く，それらが一段落した頃ということでこの年齢になったようです。

A

Q 3 日本脳炎ワクチンの接種歴が不明の人に対しては，どのようにすればよいでしょうか。

中和抗体価を調べてから接種を行うことがもっとも科学的な方法ですが，通常は抗体価を調べるこ

となく，基礎免疫から始めます。

A

Q 2
初回接種の接種間隔は6日から28日までの間隔（いわゆる１～４週間間隔：参照p3）

をおいて接種となっていますが，それ以上になったときはどうすればよいでしょうか。

日本脳炎ワクチンの初回接種における接種間隔は，日本脳炎の流行前にできるだけ早く免疫をつけ

るために６日から28日までの間隔（いわゆる１～４週間間隔：参照p3）をおいて接種と定められています

が，６日の間隔（いわゆる１週間間隔：参照p3）をおいて受けるより28日の間隔（いわゆる４週間間隔：

参照p3）をおいて受ける方が免疫の獲得は良いとされています。ワクチンの効果は28日（いわゆる４週間：

参照p3）を過ぎて接種した場合も十分に認められますので，被接種者の健康状態の良いときにすみやかに

接種を行ってください。発熱等の予防接種不適当要因により，上記間隔で接種ができなかった者についても，

その要因が解消された後，予防接種法施行令で定める接種の期間内に速やかに実施した場合，定期接種とし

て扱われます（定期（一類疾病）の予防接種実施要領：健感発第0321008号　平成20年（2008）３月21日

付）。

A


